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ベトナム通信～当社グループ現地人スタッフによる最新情報～ 

ベトナムの医療事情：新型コロナウィルス対策 

中国と地続きのベトナムですが、国境をいち早く封鎖するなど保健省を

中心に新型コロナウイルスへの対策が的確かつ迅速に実施され、その感

染者数は比較的小人数に抑えられ全員の感染経路を特定済みです（3月

23日現在、死者数はゼロ）。 

その結果、WHO もベトナムの同感染症への対応を高く評価していま

す。また、ベトナムでは短時間検査キットが量産できる体制が整ってい

て、ドイツ、イタリアといった先進国からも注文が殺到しています。 

しかし、ベトナムの医療水

準は急速に改善されつつあ

るものの、医療環境・水準

ともアジア先進国と比べま

だ劣ります。さらに都市部

と地方の医療環境は大きく

異なり、医療水準の地域格

差は近年ますます拡大して

います。 
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ベトナム通信～当社グループ現地人スタッフによる最新情報～ 

また、公立医療機関と私立医療機関においても大きく異なります。公立

病院は政府から様々な優遇策を受けていることもあり診療費の優位性が

あります。しかし、言葉の問題と常に混雑していることから外国人や旅

行者向けではありません。 

公立では、チョーライ病院

（ホーチミン市、1800

床）、バックマイ病院（ハノ

イ、3200床）、フエ中央総

合病院（フエ、4000 床）が

代表的で、現在、公立病院数

は約 1,200 あり、ベッド数は

約 240,000 床です。中央レベ

ルの病院は過負荷の状態にあ

り、その負担を軽減するため

に病院の拡張や第 2病院の建

設が進められています。 

一方、国内の民間病院数も

徐々に増加していますが、現

在、病院数は約 250でベッド

数は約 16,000 床にとどまり

ます。その医療費は公立に比

フエ中央病院（第 2病院） 

ハインフック国際病院 
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ベトナム通信～当社グループ現地人スタッフによる最新情報～ 

べ高額ですが、医療設備は整っていま

す。国内資本では、ホアンミー病院グ

ループ（15病院、11検査所）やビン

グループ傘下の VINMEC 国際総合病

院グループ（7 病院）、ハインフック

病院、ホンゴック病院等が主要都市に

展開していて有名です。外資系民間病

院では、FV ホスピタル（ホーチミン

市）やハノイフレンチ病院（ハノイ）

が代表的です。 

 

 

 

FV病院 ハノイフレンチ病院 

ホアンミー・サイゴン病院 
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ベトナム通信～当社グループ現地人スタッフによる最新情報～ 

ベトナムの公的医療保険制度は 1992年に施行され、2014年に医療保険

法の改定により全国民の健康保険への参加が義務化されました。その結

果、保険加入率（UHC = Universal Health Coverage)は 2014年の

71.4%から 2019 年には 89.8%まで上昇しました。なお、社会保障制度

の財源は 7割が公費であり社会的弱者は公費で医療を受けられます。 

      

      

 

  

以上 

COVID-19の最高治療担当病院である中央熱帯病病院（ハノイ、第 2病院） 中央熱帯病病院（ホーチミン） 

＜病院内部/医療の様子＞ 

【参考資料：ベトナム保険省、本邦外務省、東京医療保険大学の各資料/HP】 


